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自治連改革案、来期発足早々提案へ

あ
り
方
答
申
ベ
ー
ス
、
自
治
連
会
則
改
正
案

学
区
自
治
連
合
会
（
野
々

口
義
信
会
長
）
は
1
月
13
日

開
催
の
自
治
連
役
員
会
で
、

コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
２
年
１

月
、
学
区
自
治
連
合
会
特
別

委
員
会
「
自
治
連
合
会
の
あ

り
方
を
改
革
す
る
委
員
会
」

（
故
・
林
健
太
郎
委
員
長
）

か
ら
答
申
の
あ
っ
た
「
自
治

連
合
会
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、

５
月
頃
を
目
途
に
こ
の
答
申

を
ベ
ー
ス
に
し
た
学
区
自
治

連
合
会
会
則
改
正
案
を
作
成
、

６
年
度
の
学
区
自
治
連
合
会

発
足
を
待
っ
て
学
区
住
民
に

示
す
と
と
も
に
、
役
員
会
の

了
承
を
得
て
同
年
度
中
の
臨

時
総
会
等
で
議
決
す
る
方
針

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

自治連執行役員体制を強化

原
田

和
彦
さ
ん
、
消
防
功
労
表
彰

大
津
市
民
会
館
で
１
月
７
日
開
か
れ
た
大
津
市
消
防
出
初
式
式
典
で
、
自
主
防

災
活
動
に
尽
力
し
た
と
し
て
２
丁
目
北
の
原
田
和
彦
さ
ん
が
、
消
防
功
労
表
彰
さ

れ
た
。

原
田
さ
ん
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
２
丁
目
北

自
治
会
自
主
防
災
会
副
会
長
を
歴
任
。
元
消
火
器
製
造
販
売
会
社
に
勤
務
、
消
防

設
備
士
の
国
家
資
格
を
有
し
、
そ
の
経
験
か
ら
丁
内
の
消
火
器
、
ホ
ー
ス
格
納
箱
、

消
火
栓
の
管
理
、
保
守
、
交
換
及
び
自
治
会
員
へ
の
家
庭
用
消
火
器
の
斡
旋
を
行

い
、
丁
内
の
防
火
意
識
向
上
に
手
腕
を
発
揮
し
た
。

総
会
準
備
、
日
程
な
ど
決
め
る

学
区
自
治
連
合
会
は
、
１

月
９
日
開
い
た
自
治
連
事
務

局
会
議
で
、
令
和
６
年
度
学

区
自
治
連
合
会
総
会
を
４
月

21
日
午
前
10
時
に
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
る
な
ど
、
６
年

度
総
会
準
備
の
日
程
、
総
会

関
連
事
務
手
続
き
に
つ
い
て

協
議
、
確
認
し
た
。
６
年
度

総
会
日
は
、
暦
の
関
係
で
例

年
に
比
べ
１
週
間
程
度
遅
く

な
っ
て
お
り
、
関
連
事
務
手

続
き
に
つ
い
て
も
若
干
日
程

が
後
ろ
に
ず
れ
込
ん
で
い
る
。

日
程
、
事
務
手
続
き
は
次
の

通
り
。

◎
２
月

【
４
日
】
各
丁
自
治
会
世
帯

数
報
告
締
め
切
り

【
13
日
】
自
治
連
合
会
概
算

予
算
作
成

【
17
日
19
時
、
役
員
会
】
予

算
概
要
役
員
会
承
認
、
新
年

度
役
員
報
告
、
地
域
功
労
者

推
薦
報
告
、
新
旧
合
同
役
員

会
出
席
依
頼
、
各
種
団
体
報

告
提
出
依
頼

◎
３
月

【
２
日
19
時
、
新
旧
合
同
役

員
会
】
新
年
度
役
員
候
補
決

定【
16
日
19
時
、
新
旧
合
同
役

員
会
】
総
会
次
第
、
役
割
担

当
通
知

【
17
日
】
書
面
表
決
集
計
エ

ク
セ
ル
配
信
、
確
認
用
総
会

資
料
配
信
（
役
員
宛
て
）

【
20
日
】
令
和
５
年
度
会
計

閉
鎖

【
22
日
10
時
】
会
計
監
査
、

総
会
資
料
最
終
確
認

【
25
日
13
時
】
総
会
資
料
最

終
確
認
予
備
日
、
各
種
団
体

報
告
書
締
め
切
り
、
総
会
資

料
印
刷
依
頼

◎
４
月

【
１
日
】
総
会
資
料
印
刷
納

品【
２
日
10
時
】
総
会
資
料
、

書
面
表
決
票
配
布

【
17
日
】
書
面
表
決
集
計
エ

ク
セ
ル
返
信
期
限

【
20
日
19
時
、
新
旧
合
同
役

員
会
】
総
会
次
第
、
役
割
担

当
最
終
確
認
、

【
21
日
10
時
】
令
和
６
年
度

総
会

自
治
連
合
会
特
別
委
の
あ

り
方
答
申
に
つ
い
て
は
学
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

さ
れ
て
い
る
が
、
組
織
改
革

と
負
担
軽
減
策
が
主
な
骨
子

と
な
っ
て
い
る
。

答
申
は
、
改
革
委
設
置
の

背
景
、
経
緯
を
説
明
す
る

「
答
申
に
あ
た
っ
て
」
を
記

述
し
た
う
え
「
自
治
連
合
会

の
組
織
、
会
議
に
関
す
る
提

案
」
「
自
治
連
合
会
の
役
員

の
選
出
な
ら
び
に
分
担
に
関

す
る
提
案
」
「
自
治
連
合
会

の
運
営
に
関
す
る
提
案
」

「
そ
の
他
の
会
則
変
更
の
提

案
」
ー
の
４
点
を
示
し
、
提

案
趣
旨
を
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
組
織
、
会
議
に

関
す
る
提
案
で
は
、
会
長
、

副
会
長
（
会
長
補
佐
）
、

事
務
局
長
、
同
次
長
に
よ

る
執
行
部
を
新
設
し
、
学

区
自
治
連
執
行
体
制
を
強

化
さ
せ
て
い
る
。
役
員
選

出
、
分
担
に
つ
い
て
は
、

副
会
長
（
１
名
）
は
、
会

長
補
佐
と
し
て
明
確
に
位

置
付
け
、
現
行
、
副
会
長
を

呼
称
し
て
い
る
行
事
担
当
は

行
事
担
当
役
員
（
２
名
）
と

し
、
ま
た
環
境
担
当
を
役
員

と
し
て
明
記
し
た
。
会
長
の

任
期
に
つ
い
て
現
行
「
継
続

し
て
３
年
を
超
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
を
「
継
続
し
て

５
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
に
変
更
し
、
他
の
執

行
部
役
員
に
つ
い
て
も
「
複

数
年
の
継
続
が
望
ま
し
い
こ

と
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

会
長
、
事
務
局
長
の
候
補
者

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
役

員
会
で
人
選
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

運
営
に
関
す
る
提
案
で
は
、

夏
ま
つ
り
、
運
動
会
等
の
自

治
連
主
催
行
事
は
、
開
催
の

是
非
を
含
め
た
実
施
検
討
を

行
い
、
継
続
実
施
の
場
合
で

も
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
一

部
作
業
の
外
部
化
な
ど
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
と
し
た
。

こ
の
自
治
連
合
特
別
委
は
、

平
成
30
年
4
月
の
学
区
自
治

連
合
会
総
会
で
改
革
委
特
別

委
設
置
を
議
決
。
同
年
８
月

以
降
、
各
丁
の
代
表
、
学
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員
、

公
募
委
員
、
自
治
連
合
会
役

員
ら
を
メ
ン
バ
ー
に
14
回
に

わ
た
り
、
検
討
作
業
を
進
め

て
き
た
。
令
和
２
年
１
月
11

日
付
で
答
申
さ
れ
た
が
、
直

後
の
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
答
申

を
受
け
た
学
区
自
治
連
合
会

で
の
対
応
が
遅
れ
て
い
た
。

学
区
自
治
連
合
会
（
野
々

口
義
信
会
長
）
は
、
新
し
い

年
の
１
月
27
日
、
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
で
、
学
区
の
各

種
団
体
役
員
か
ら
団
体
助
成

金
に
か
か
る
意
見
交
換
会
・

予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
催
し

た
。学

区
自
治
連
は
、
学
区
の

各
種
団
体
の
活
動
に
対
し
例

年
助
成
金
を
交
付
し
て
お

り
、
新
年
度
予
算
案
の
助

成
金
算
定
に
あ
た
り
、
学

区
の
各
種
団
体
か
ら
活
動

状
況
を
聞
き
取
り
、
令
和

６
年
度
予
算
案
作
成
の
参

考
に
す
る
も
の
。
学
区
自

治
連
で
は
、
12
月
初
め
助

成
金
交
付
団
体
に
対
し
、

自
治
連
合
会
助
成
金
要
望

書
を
メ
ー
ル
交
付
し
て
お

り
、
各
種
団
体
に
は
、
意

見
交
換
会
開
催
前
ま
で
に

要
望
書
の
事
前
提
出
を
求

め
て
い
た
。

新
年
度
の
助
成
金
予
算

額
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
基

に
決
定
し
学
区
定
例
役
員

会
で
承
認
後
２
月
末
ご
ろ

各
種
団
体
に
通
知
す
る
。

学
区
自
治
連
で
は
、
会
員

数
が
漸
減
傾
向
に
あ
り
、

増
額
要
望
に
は
希
望
に
沿

え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

を
承
知
し
て
ほ
し
い
、
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

原 田 和 彦 さ ん

学
区
自
治
連
役
員
会

各種団体と予算ヒアリング

役員負担軽減への取り組みも
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日
吉
台
学
区
新
春
恒
例
、
「
も
ち
つ
き
大

会
」
と
「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
が
１
月
６
、

７
日
の
両
日
、
日
吉
台
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、

「
も
ち
つ
き
」
「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
と

も
お
だ
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
多
く
の
住
民
が
集
ま
っ
た
。

伝
統
行
事
の
良
さ
を
日
吉
台
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
た
め
日
吉
台
夢
・
未
来
事
業
推

進
委
員
会
（
森
育
寿
会
長
）
が
、
平
成
19
年

か
ら
始
め
た
日
吉
台
の
新
春
の
風
物
詩
。

も
ち
つ
き
大
会
は
、
小
学
校
の
中
庭
で
あ

り
、
２
２
５
人
が
参
加
。
子
ど
も
た
ち
も
お

世
話
を
す
る
大
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
代
わ
る

代
わ
る
み
ん
な
で
お
も
ち
を
つ
い
た
。
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
、
き
な
こ
も
ち
や
ぜ
ん
ざ
い
を
作

る
コ
ー
ナ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ

ら
の
長
い
行
列
が
で
き
て
い
た
。

ど
ん
と
焼
き
ま
つ
り
に
は
、
２
２
６
人
が

参
加
。
同
小
校
庭
に
は
、
木
材
を
使
っ
た
や

ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
日
吉
大
社
か
ら
招
い
た
神

職
に
よ
る
お
祓
い
の
あ
と
、
お
正
月
の
松
飾

り
や
し
め
縄
、
子
ど
も
た
ち
の
書
初
め
な
ど

が
入
れ
ら
れ
火
入
れ
さ
れ
た
。
日
吉
台
に
と
っ

て
飛
躍
の
願
い
を
込
め
た
辰
年
の
ど
ん
ど
は
、

例
年
に
な
く
炎
は
高
く
大
き
く
、
参
加
者
ら

は
ど
ん
ど
焼
き
の
前
で
無
病
息
災
と
家
内
安

全
を
祈
願
し
て
い
た
。
こ
の
あ
と
子
ど
も
た

ち
が
竹
棒
の
先
に
つ
け
た
お
も
ち
を
残
り
火

で
焼
き
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
豚
汁
と
焼
き
も
ち

を
味
わ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
、
に
ぎ
わ
う

旭堂南風さん招き、講談
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
呉
屋
之
保
会
長
）
と
学

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
野
々
口
義
信
会
長
）
が

共
催
す
る
ま
ち
づ
く
り
講

座
「
講
談
を
聴
く
会
」
が
、

１
月
19
日
、
日
吉
台
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

講
師
は
、
滋
賀
県
在
住

の
講
談
師
、
旭
堂
南
風
さ

ん
。
同
氏
は
39
歳
の
時
に

地
元
滋
賀
に
で
き
る
ラ
ジ

オ
局
の
開
局
前
講
演
会
で
、

声
を
伝
え
る
こ
と
の
楽
し

さ
を
知
り
、
そ
の
後
７
年

間
同
局
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
担
当
。
さ
ら
に
表
現
力

を
磨
く
た
め
演
劇
の
世
界

に
飛
び
込
み
そ
の
奥
深
さ

を
学
び
、
平
成
30
年
5
月
、

旭
堂
南
陵
師
に
師
事
、
現

在
は
南
風
と
し
て
知
ら
れ

る
異
色
の
経
歴
を
も
つ
。

こ
の
日
の
講
演
会
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
メ
ン
バ
ー
、

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
学

区
住
民
約
60
人
が
参
加
。
南

風
さ
ん
は
、
地
元
滋
賀
の
歴

史
物
語
を
語
り
た
い
と
し
て
、

「
明
智
左
馬
助
湖
水
渡
り
」

「
太
閤
の
風
流
」
「
紫
式
部
」

の
３
席
を
熱
演
。
参
加
者
ら

は
、
南
風
さ
ん
の
笑
い
を
と

り
な
が
ら
軽
妙
で
迫
力
あ
る

語
り
口
に
魅
せ
ら
れ
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

どんど焼きまつり、もちつき

日
吉
台
小

学区社協、老ク連共催講演会

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
る
旭
堂
南
風
さ
ん
の
講

談
を
聴
く
会

つ き た て の お 餅 を 味 わ う 子 ど も た ち

ど ん ど 焼 き の 残 り 火 で お 餅 を 焼 く 参 加 者 ら

日吉台小中庭で行なわれる日吉台新春恒例のもちつき


